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　一冊
の
本
が
、
ひ
ょっ
と
し
た
ら
あ
な
た
の
人
生

を
変
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
紹
介
し
て
い
る
本

以
外
に
も
、
約
20
万
冊
の
本
が
あ
る
市
立
図
書
館

に
、
運
命
の一冊
を
見
つ
け
に
き
て
み
ま
せ
ん
か
。

一
般
書

中
学
・
高
校
生
向
け

Ｄ
Ｖ
Ｄ

　
読
め
ば
分
か
る
。
元
気
が
出
る
。
人
生

の
先
輩
に
話
を
聞
く
小
さ
な
場
所
「
つ
る

と
は
な
」
。
い
ろ
ん
な
ユ
ニ
ー
ク
な
先
輩

た
ち
を
取
材
し
て
紹
介
し
ま
す
。

「
つ
る
と
は
な
」　
岡
戸
絹
枝
編
集
　
つ
る
と
は
な

　
ど
こ
で
老
後
を
過
ご
す
の
か
。
ど
こ
に
安

心
で
き
る
終
の
す
み
か
が
あ
る
の
か
…
…
。

超
高
齢
社
会
の
今
、
誰
も
が
自
分
の
問
題

と
し
て
考
え
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

「
老
人
漂
流
社
会
」　
N
H
K
ス
ペ
シ
ャ
ル
取
材
班
著
　
主
婦
と
生
活
社

　
老
人
通
所
施
設
の
若
き
所
長
に
よ
る
、

仰
天
レ
ポ
ー
ト
の
数
々
。
ぼ
け
に
つ
い
て

感
じ
、
考
え
る
こ
と
に
は
、
人
生
そ
の
も

の
を
問
う
お
も
し
ろ
さ
が
あ
り
ま
す
。

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、ぼ
け
た
。」　
村
瀬
孝
生
著
　
理
論
社

　
ひ
き
こ
も
り
生
活
を
送
る
麻
生
人
生
は
、

つ
い
に
母
か
ら
見
捨
て
ら
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
久
々
に
訪
ね
た
祖
母
の
も
と
で
、
自

分
を
取
り
戻
す
旅
が
始
ま
り
ま
す
。

「
生
き
る
ぼ
く
ら
」　
原
田
マ
ハ
著
　
徳
間
書
店

　
介
護
福
祉
士
と
い
う
仕
事
を
選
ん
だ
青

年
は
、
涙
と
笑
い
の
日
々
に
何
を
感
じ
、

学
ん
だ
の
か
。
大
き
な
感
動
と
出
会
い
を

描
い
た
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
。

「
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
笑
顔
を
わ
す
れ
な
い
」　
今
西
乃
子
著
　
岩
崎
書
店

　
あ
な
た
の
大
切
な
人
が
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
症
に
な
っ
た
ら
…
…
。
前
半
は
物

語
、
後
半
は
病
気
の
解
説
と
い
う
二
部
構

成
で
、
子
ど
も
の
理
解
を
深
め
ま
す
。

「
お
も
い
で
は
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
に
お
い
」　（
作・絵
）バ
ー
バ
ラ・マ
ク
ガ
イ
ア

　
老
人
ハ
リ
ー
と
猫
の
ト
ン
ト
の
旅
を
通

し
て
人
生
の
哀
歓
が
情
感
豊
か
に
描
き
出

さ
れ
る
傑
作
ロ
ー
ド
ム
ー
ビ
ー
。
ア
カ
デ

ミ
ー
主
演
男
優
賞
受
賞
作
。

「
ハ
リ
ー
と
ト
ン
ト
」　
ポ
ー
ル・マ
ザ
ー
ス
キ
ー
監
督
　
ア
ー
ト・カ
ー
ニ
ー
出
演
　

　
認
知
症
と
診
断
さ
れ
た
母
親
を
、
２
年
半

に
わ
た
り
撮
り
続
け
た
長
編
動
画
。
日
常
の

場
面
で
認
知
症
の
人
や
家
族
が
出
会
う
出
来

事
を
ユ
ー
モ
ア
い
っ
ぱ
い
に
描
き
ま
す
。

「
毎
日
が
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
」　
関
口
祐
加
監
督

今月のイチオシ 　

　寝る前、通勤通学の電車
の中で空いた時間は不意に
やってきます。そんな時、本
は手軽。一度開けば、あっと
いう間に別世界。さあ、皆さ
ん、いつでもどこでも「いざ、
読書。」
期間　１０月３０日（日）まで
※10月17日（月）から10月
27日（木）は蔵書点検のため
休館します。

「いざ、読書。」
特集テーマ

つ
い

▲福間小学校教職員の
　皆さんに語りかける石﨑さん

　
７
月
29
日
（
金
）、
夏
の
日
差

し
が
厳
し
い
午
後
、
福
間
小
学
校

の
先
生
た
ち
が
、
同
校
の
図
書
室

に
集
ま
り
ま
し
た
。
夏
休
み
の
期

間
を
利
用
し
て
行
わ
れ
る
先
生
た

ち
の
勉
強
会
で
す
。

　
今
年
の
テ
ー
マ
は
、
セ
ク
シ
ャ

ル
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
（
性
的
少
数

者
）。
講
師
は
、
福
岡
を
拠
点
に

セ
ク
シ
ャ
ル
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
子

ど
も
や
若
者
を
支
援
す
る
団
体

「
Ｆ
Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ｓ（
フ
レ
ン
ズ
）」
の

石
﨑
杏
理
さ
ん
で
す
。

　
石
﨑
さ
ん
自
身
も
、
セ
ク
シ
ャ

ル
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
一
人
で
す
。

自
身
の
経
験
を
講
演
で
話
す
こ
と

で
、
セ
ク
シ
ャ
ル
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

へ
の
理
解
と
支
援
を
求
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
実
際
に
思
い
悩
み
、

苦
し
ん
で
い
る
子
ど
も
や
若
者
の

相
談
を
受
け
た
り
、
支
援
し
た
り

す
る
活
動
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
は
、「
男
」「
女
」
以
外

に
も
、
性
の
在
り
方
を
表
す
言
葉

が
あ
る
こ
と
を
御
存
知
で
し
ょ
う

か
。
実
は
、
こ
の
二
つ
以
外
に
も

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で

も
、
最
近
耳
に
す
る
機
会
が
多
く

な
っ
て
き
た
の
が
、「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
」

で
す
。「
Ｌ
」
は
レ
ズ
ビ
ア
ン
。

性
自
認
が
女
性
で
、
女
性
を
好
き

に
な
る
人
の
こ
と
で
す
。「
Ｇ
」

は
ゲ
イ
。
性
自
認
が
男
性
で
、
男

性
を
好
き
に
な
る
人
の
こ
と
で

す
。「
Ｂ
」
は
、バ
イ
セ
ク
シ
ャ
ル
。

性
別
を
問
わ
ず
に
好
き
に
な
る
人

の
こ
と
で
す
。「
Ｔ
」
は
ト
ラ
ン

ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
。
生
ま
れ
た
と
き

の
性
別
と
違
う
生
き
方
を
す
る
人

の
こ
と
で
す
。
国
内
に
お
い
て
、

セ
ク
シ
ャ
ル
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
人

は
、
13
人
に
１
人
の
割
合
で
い
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
夏
行
わ

れ
た
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
お
い
て
も
、
セ
ク
シ
ャ

ル
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
で
あ
る
こ
と
を

表
明
し
た
選
手
が
50
人
以
上
と
史

上
最
多
だ
っ
た
こ
と
が
報
道
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
13
人
に
１
人
と
い

う
こ
と
は
、
学
校
で
い
え
ば
、
ク

ラ
ス
に
２
人
ま
た
は
３
人
程
度
い

る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
先
生
た
ち
に
と
っ
て
は
、
決

し
て
他
人
事
で
は
な
く
、
と
て
も

真
剣
な
表
情
で
聞
い
て
い
ま
し

た
。

　
質
疑
応
答
の
時
間
で
は
、
先
生

た
ち
か
ら
多
く
の
質
問
が
出
て
い

ま
し
た
。
そ
の
一
つ
一
つ
に
と
て

も
丁
寧
に
回
答
さ
れ
て
い
た
石
﨑

さ
ん
は
、
多
様
な
性
の
子
ど
も
た

ち
も
安
心
し
て
通
え
る
学
校
づ
く

り
を
先
生
た
ち
に
お
願
い
し
て
勉

強
会
を
終
え
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
　
市
男
女
共
同
参
画

推
進
室
☎
４
３
・
８
１
１
６

男女男女歩むまち歩むまち
めざそ う

がともにがともに
子
ど
も
一
人
一
人
が
自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め
に

　性別に関わらず、一人一人が輝ける社会を
目指す福津市。このコーナーでは、市や市民の
「男女がともに歩む」取り組みを紹介します。

　このコーナーでは、悪質商法や商品事故など実
際に起きている、消費生活における問題事例を紹
介しています。消費者被害は決して他人事ではあ
りません。迷ったり、困ったりしたら、一人で悩
まず、ぜひ相談してください。

　平成29年の夏に世界文化遺産登録を目指してい
る新原・奴山古墳群を含む「『神宿る島』宗像・沖
ノ島の関連遺産群」も、発掘から物語が始まりま
した。はてさて今月は、どのような物語が発掘現
場から見えてくるのでしょうか。

発掘  現場 消費生活相談
迷ったら一人で悩まず相談を！未来の世界遺産が見えてくる!？

の

※毎週月曜・水曜・金曜日（9：00～16：00）は市消費生活
相談室☎43・8106で相談を受け付けています。

※県消費生活センター☎092・632・0999でも随時相談
を受け付けています。

無料セミナーで思わず高額契約を！
　昨年発掘調査した上西郷ババノタニ遺跡の出土
遺物に、外面に複雑な線刻（写真）を刻んだ須恵
器大甕があります。6 世紀代に築かれた古墳の墓
道に置かれた状態で見つかったもので、墓前祭祀
に使われたと思われます。砲弾形に描いた外形内
部の左側 2／ 3 を 5 本の縦線、残り 1／ 3 を 1
本の横線で区画しています。甕の外面に × や△等
をヘラで刻んだ例はありますが、この資料はそれ
らより複雑で、記号というよりも絵画的な印象を
受けます。何を描いているのかは分かっていませ

んが、土器の
出土状況から
すると祖霊に
対する鎮魂と
いった意味合
いを含んでい
るのかもしれ
ません。

　インターネットで “副業情報” を検索すると、
無料のセミナーの予定があったので行ってみた。
ネットビジネス成功者の話で会場が盛り上がり受
講契約をしたが、解約したい。

　無料セミナーの会場で、ある種の洗脳のような
状況の中、高額な契約をすれば必ず成功するかの
ような勧誘が行われることがあります。契約した
場所がセミナー会場で、勧誘方法に不意打ち性が
ある場合、クーリング・オフが適用されます。し
かし、解除期間を過ぎて解約を申し出ると、高額
な解約料を要求されることもあります。大げさな
もうけ話や成功例などの勧誘には、くれぐれも気
を付けましょう。

▲大甕に刻まれた線刻
　

古墳時代の絵画？

冷静な対応をしましょう

問い合わせ　市地域振興課☎62・5014問い合わせ　市教育総務課☎62・5093

かめ

10広報ふくつ11

　図書館では一押しの本を
集め、ロビーに特集コーナー
を作っています。


